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所在地 北海道勇払郡占冠村字ソーウンナイ

管理者名
北海道 上川総合振興局 旭川建設管理部

富良野出張所

調査設計業者
地質調査 ： 明治コンサルタント株式会社
トンネル設計 ： 株式会社ドーコン

施工業者 清水・荒井・熊谷JV

工事期間
着工 平成13年9月
竣工 平成19年3月

道
路
規
格

計画交通量 5000台/日

構造規格 第3種第2級

設計速度 60km/h

最小曲線半径 560m

最急縦断勾配 -1.19200％

幅員構成

総幅員 9.00m
車道 3.25 × 2 ＝ 6.50m
路肩 0.50 × 2 ＝ 1.00m
監査歩廊 0.75 × 2 ＝ 1.50m

ト
ン
ネ
ル
構
造

延長 2,114.6m

内空寸法
B ＝ 9.40m
H ＝ 7.78m

内空断面積 60.5m2

ト
ン
ネ
ル
構
造

坑門工形式 面壁型 ウイング式 （起終点共通）

覆工厚 30～80cm

断熱材
起点側 9cm
終点側 8cm

ポリウレタン系吹付

その他構造

高強度高密度鉄筋コンクリート（繊維入り）
高強度鋼繊維吹付コンクリート
二重支保構造
高耐力ロックボルト
坑内集水ボーリング（地すべり対策）

補
助
工
法

起点坑口 長尺鋼管先受け工（AGF）

終点坑口 フォアポーリング（FP）

本体

長尺鋼管先受け工（AGF）
鏡吹付
長尺鏡ボルト（FIT）
上半仮閉合
水抜きボーリング
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赤岩トンネル
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出典：北海道の道路トンネル

第4集
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維持管理上の区分

占冠側地すべり区間
・トンネルと地すべり（3ブロック）が近接・交差する位
置関係となっている。地すべりに関しては対策工
（トンネル掘削後も所定の安全率を確保）も実施さ
れているが、地下水位の上昇等により、地すべり
が滑動する可能性も考えられる。
・施工時には地質脆弱区間と同様に、区間全線に
渡って変状（支保部材の破損、大規模な断面変形
等）が発生している。
・今後の維持管理で留意が必要な区間。

大規模地すべり区間
・地すべり区間とは、トンネルと大規模地すべりが交
差し、すべりの影響を受ける区間（地すべり交差区
間 起点側：SP=3,578.50～3,650.50 、終点側：
SP=3,762.65～3,883.65）、およびトンネルが地すべ
り土塊内にある区間（地すべり土塊内区間
SP=3,650.50～3,762.65）である。

・大規模地すべりは、その規模（長さ800m×幅
500m×深さ130m）から抑止が不可能であるため、
地すべり交差区間については地すべり移動に伴う
外力を受け続ける。

・今後の維持管理において、重点的に監視・点検を
実施する必要がある。

地質脆弱区間
・施工時に変状（支保部材の破損、大規模な断面変
形等）が多く発生し、対策として二次覆工を鉄筋構
造としているものの、将来、変状が発生する可能
性があると考えられる区間。
・過去の変状トンネルの例によると、供用後のトンネ
ル変状は施工時に問題のあった箇所（地質脆弱、
支保構造の破損等）で発生する可能性が高いと考
えられる。
・今後の維持管理で留意が必要な区間。

硬岩区間
・施工時の状況（切羽状況、計測結果等）も良好で、
維持管理上、問題となる変状が発生する可能性は
低い区間である。
・通常のトンネルと同様の維持管理となる区間。
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維持管理フロー 2.維持管理概要 5



現状の整理 6

トンネル監視システムによるトンネル管理状況
覆工コンクリート応力、鉄筋応力及び目地段差量は、いずれも管理基準値内である。

集水ボーリング排水量による大規模地すべり管理状況
排水量は、降雨影響等による増減はあるものの、概ね80～100ℓ/min程度で安定して
おり、集水ボーリング機能の低下は確認されない。

地すべり観測による大規模地すべり管理状況
傾斜計変動量0.1mm以下/月で安定している。

トンネル点検結果
ひび割れ、浮き・剥離はともに軽微なものである。
漏水は、起点側の地質脆弱区間で比較的多く発生しているが、大規模地すべり区間
では少ない。

トンネル測量結果
水平位置及び標高の測量結果は、測量における許容誤差内である。

目地段差測定結果
季節変化(温度変化)による道路軸方向の段差変化量は認められるが、管理基準値
内である。

以上のことから、大規模地すべりのトンネルに与えている影響は、現時点では低いと考えら
れる。



維持管理マニュアルの検討（次回検討予定） 7

維持管理マニュアルの検討

箇所 項目 現在 検討 【参考】一般のトンネル

ﾄﾝﾈﾙ
坑内

トンネル監視システム
常時計測

(必要に応じ機器更新)
無し

硬岩区間
近接目視
打音検査

1回/5年

道路法に基づき5年毎の点検が基本
地すべり区間
地質脆弱区間

近接目視 1回/2年

打音検査 1回/1年

トンネル測量 1回/1年 無し

手動目地段差測定 1回/1月 無し

坑内排水量測定
常時計測

(必要に応じ機器更新)
無し

ﾄﾝﾈﾙ
坑外

孔内傾斜計・
地下水位計測

自動計測
(データ回収 3回/1年)

地すべり挙動が懸念される場合計測


